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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像中の被写体を認識する認識手段と、
　前記認識手段により認識される被写体の優先度を設定する設定手段と、
　画像中の白抽出領域を無彩色に近づけることで画像のホワイトバランスを制御する第１
のホワイトバランス制御手段と、
　画像中の白抽出領域が閾値未満である場合、前記認識手段の認識結果及び前記設定手段
により設定された被写体の優先度に基づいて、特定の有彩色を所定の色目標値に近づける
ことで画像のホワイトバランスを制御する第２のホワイトバランス制御手段と、を備え、
　前記第２のホワイトバランス制御手段は、第１の優先度の被写体にかかる特定の有彩色
の領域が閾値未満である場合、前記第１の優先度よりも優先度が低い第２の優先度の被写
体にかかる特定の有彩色を所定の色目標値に近づけるようにホワイトバランスを制御する
ことを特徴とするホワイトバランス制御装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記被写体が画像中に占める割合が大きいほど前記優先度を高く設定
することを特徴とする請求項１に記載のホワイトバランス制御装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、ユーザの操作に応じて前記被写体の優先度を設定することを特徴とす
る請求項１に記載のホワイトバランス制御装置。
【請求項４】



(2) JP 5489411 B2 2014.5.14

10

20

30

40

50

　前記設定手段は、被写体として、人物を人物以外の被写体に比べて優先度を高く設定す
ることを特徴とする請求項１に記載のホワイトバランス制御装置。
【請求項５】
　画像中の白抽出領域が閾値より大きい場合には、前記第１のホワイトバランス制御手段
によりホワイトバランスを制御し、
　画像中の白抽出領域が閾値未満である場合には、前記第２のホワイトバランス制御手段
によりホワイトバランスを制御する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のホワイトバランス制御装置。
【請求項６】
　画像中の被写体を認識する認識ステップと、
　前記認識ステップにより認識される被写体の優先度を設定する設定ステップと、
　画像中の白抽出領域を無彩色に近づけることで画像のホワイトバランスを制御する第１
のホワイトバランス制御ステップと、
　画像中の白抽出領域が閾値未満である場合、前記認識ステップでの認識結果及び前記設
定ステップにより設定された被写体の優先度に基づいて、特定の有彩色を所定の色目標値
に近づけることで画像のホワイトバランスを制御する第２のホワイトバランス制御ステッ
プと、を備え、
　前記第２のホワイトバランス制御ステップでは、第１の優先度の被写体にかかる特定の
有彩色の領域が閾値未満である場合、前記第１の優先度よりも優先度が低い第２の優先度
の被写体にかかる特定の有彩色を所定の色目標値に近づけるようにホワイトバランスを制
御することを特徴とするホワイトバランス制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、適切なホワイトバランス制御を行うホワイトバランス制御装置及びホワイト
バランス制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年のビデオカメラに用いられるオートホワイトバランス制御方式は、外部センサを使
用せず、撮像素子の出力を用いて行うものが主流となっている。このようなホワイトバラ
ンス制御装置として、特許文献１提案のものがある。
【０００３】
　特許文献１提案のホワイトバランス制御装置では、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の色
信号から色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）、輝度信号（Ｙ）を得るとともに、輝度及び色信号
から白に近い色信号成分を抽出する。そして、抽出された白に近い色信号の平均値が目標
とする白色（無彩色）と等しくなるように制御する。
【０００４】
　また、白に近い信号成分が画面全体に対して少ない場合は、肌色等の有彩色を用いて光
源の色温度を推定する技術がある（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　以下、図１３に基づき従来の技術について詳しく説明する。
【０００６】
　図１３は、従来のホワイトバランス制御装置を備えた撮像装置の一例を示すブロック図
である。
【０００７】
　図１３において、撮像系１３０１は、被写体の光束を結像するレンズ及び入射した光を
光電変換する撮像素子からなる。輝度・色信号生成部１３０２は、撮像系１３０１で生成
された信号を輝度信号（Ｙ）と色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に変換する。
【０００８】
　輝度処理部１３０３は、輝度信号に対して輪郭強調やガンマ処理を施す。ホワイトバラ
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ンス増幅部１３０４は、輝度・色信号生成部１３０２から出力される色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）をホワイトバランスゲインに従って増幅する。
【０００９】
　色処理部１３０５は、色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）の生成、カラーバランス調整等を行
う。出力部１３０６は画像信号を出力する。白抽出部１３０７は、画像信号から白に近い
信号を抽出する。
【００１０】
　有彩色抽出部１３０８は、画像信号から所定の有彩色に近い信号を抽出する。ホワイト
バランスゲイン制御部１３０９は、白抽出部１３０７及び有彩色抽出部１３０８の抽出結
果に基づき、ホワイトバランス増幅部１３０４のホワイトバランスゲインを決定する。
【００１１】
　次に、上記のような構成のシステムの動作について説明する。
【００１２】
　撮像系１３０１では、光学系を通して入射された光を撮像素子で光電変換し、画像信号
を輝度・色信号生成部１３０２に出力する。輝度・色信号生成部１３０２は、入力した画
像信号から輝度信号（Ｙ）、色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を生成し、輝度信号は輝度処理部１３
０３へ、色信号はホワイトバランス増幅部１３０４へ出力する。
【００１３】
　輝度処理部１３０３は、輝度信号に対して輪郭強調やガンマ処理等を施す。一方、ホワ
イトバランス増幅部１３０４では、後に説明するホワイトバランスゲイン制御部１３０９
から出力されるホワイトバランスゲインに基づき色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を増幅し、増幅さ
れた色信号を色処理部１３０５へ出力する。
【００１４】
　色処理部１３０５では、色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）から色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）を生成
するとともに、カラーバランス調整等の色処理を施し、色差信号を出力部１３０６及び白
抽出部１３０７、有彩色抽出部１３０８へ出力する。出力部１３０６では輝度信号、及び
色差信号を外部に出力する。
【００１５】
　白抽出部１３０７は、輝度信号（Ｙ）、色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）から白色に近い信
号を抽出する。
【００１６】
　図１４（ａ）は、白として抽出する白抽出範囲を示した図である。図１４（ａ）は、色
差（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）平面を示しており、白抽出範囲１４０１は、白（無彩色）に近い色
の範囲である。
【００１７】
　白抽出部１３０７は、所定の輝度範囲に含まれる信号であり、白抽出範囲１４０１内に
含まれる信号を抽出する。また、白抽出部１３０７は、抽出した色信号の平均値（白抽出
平均値）と白抽出した白色信号の量（白色量）を算出し、ホワイトバランスゲイン制御部
１３０９に出力する。
【００１８】
　有彩色抽出部１３０８は、輝度信号（Ｙ）、色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）から肌色に近
い信号を抽出する。
【００１９】
　図１４（ｂ）は、肌色として抽出する肌色抽出範囲１４０２を示した図である。
【００２０】
　有彩色抽出部１３０８は、所定の輝度範囲に含まれる信号であり、肌色抽出範囲１４０
２内に含まれる信号を抽出する。また、有彩色抽出部１３０８は、抽出した色信号の平均
値（肌色抽出平均値）と抽出した肌色信号の量（肌色量）を算出し、ホワイトバランスゲ
イン制御部１３０９に出力する。
【００２１】
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　ホワイトバランスゲイン制御部１３０９は、白抽出部１３０７及び有彩色抽出部１３０
８の色信号抽出結果に基づき、ホワイトバランスゲインを制御する。
【００２２】
　図１５は、図１３におけるホワイトバランスゲイン制御部１３０９によるホワイトバラ
ンスゲイン算出処理の手順を示すフローチャートである。
【００２３】
　図１５において、ステップＳ１５０１では、白色量が所定の閾値以上あるかどうか判定
する。即ち、ホワイトバランスを制御するために十分な白領域が画像中に含まれているか
を判定する。白色量が閾値以上の場合はステップＳ１５０３に進み、白色量が閾値未満の
場合はステップＳ１５０２に進む。
【００２４】
　ステップＳ１５０２では、画像中の白色量が少ない場合に、肌色信号を使ってホワイト
バランス制御を行うかを判定する。具体的には、ホワイトバランスを制御するために十分
な肌色領域が画像中に含まれているか判定する。肌色量が所定の閾値以上ある場合はステ
ップＳ１５０４に進み、肌色量が閾値未満の場合はステップＳ１５０５に進む。
【００２５】
　ステップＳ１５０３では、白抽出平均値を利用してホワイトバランスゲインを算出する
。具体的には、白抽出平均値を目標の白（色差平面の原点）に近づけるホワイトバランス
ゲインを算出する。
【００２６】
　図１６（ａ）は、白抽出平均値を利用したホワイトバランスゲイン制御の様子を示した
図である。白抽出平均値１６０１、色差平面の原点１６０２が示される。
【００２７】
　ホワイトバランスゲイン制御部１３０９は、白抽出平均値１６０１が色差平面の原点（
無彩色）１６０２に近づくように赤（Ｒ）及び青（Ｂ）信号のホワイトバランスゲインを
決定し、ゲイン情報をホワイトバランス増幅部１３０４に出力する。
【００２８】
　図１６（ａ）の例では、白抽出平均値１６０１の位置が図に示す状態から赤（Ｒ）のゲ
インを下げ、青（Ｂ）のゲインを上げるようにホワイトバランスゲインを決定する。
【００２９】
　ステップＳ１５０４では、肌色抽出平均値を利用してホワイトバランスゲインを算出す
る。具体的には、肌色抽出平均値を肌色目標値に近づけるホワイトバランスゲインを算出
する。
【００３０】
　図１６（ｂ）は、肌色平均値を利用したホワイトバランスゲイン制御の様子を示した図
である。肌色抽出平均値１６０３、肌色目標値１６０４が示される。
【００３１】
　ホワイトバランスゲイン制御部１３０９は、肌色抽出平均値１４０３が所定の肌色目標
値１４０４に近づくような赤（Ｒ）及び青（Ｂ）信号のホワイトバランスゲインを決定し
、ゲイン情報をホワイトバランス増幅部１３０４に出力する。
【００３２】
　図１６（ｂ）の例では、肌色抽出平均値１６０３が図に示す状態から肌色目標値１６０
４に近づくように赤（Ｒ）のゲインを下げ、青（Ｂ）のゲインを上げるようにホワイトバ
ランスゲインを決定する。
【００３３】
　ステップＳ１５０５では、ホワイトバランスゲインを新たに算出せずに、現状のホワイ
トバランスゲインをそのまま用いる。これは、画像中に白領域も肌色領域も少なく判定で
きない場合の処理である。
【００３４】
　ホワイトバランス増幅部１３０４では、次のフレーム以降の撮影画像に対して、ホワイ
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トバランス制御部１３０９において新たに設定されたホワイトバランスゲインを用いて色
信号の増幅を行う。
【００３５】
　このように構成することで、画像中に白色信号が少なくホワイトバランスを制御するこ
とが困難な場合でも、肌色を利用することでホワイトバランス制御が可能となる。
【特許文献１】特開平５－６４２１９号公報
【特許文献２】特開２００３－３３３６１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３６】
　上記従来の技術では、画像（画面）中に白に近い色が少ないとき肌色の情報を利用して
いた。しかし、画像中に常に白もしくは肌色が含まれているとは限らず、被写体中に白に
近い色も肌色も含まれないような場合はホワイトバランスがうまく合わないという課題が
ある。
【００３７】
　本発明の目的は、画面中に白が少ない場合であっても、被写体に応じた特定色を抽出し
、ホワイトバランス制御を行うことが可能となるホワイトバランス制御装置及びホワイト
バランス制御方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３８】
　上記目的を達成するために、請求項１記載のホワイトバランス制御装置は、画像中の被
写体を認識する認識手段と、前記認識手段により認識される被写体の優先度を設定する設
定手段と、画像中の白抽出領域を無彩色に近づけることで画像のホワイトバランスを制御
する第１のホワイトバランス制御手段と、画像中の白抽出領域が閾値未満である場合、前
記認識手段の認識結果及び前記設定手段により設定された被写体の優先度に基づいて、特
定の有彩色を所定の色目標値に近づけることで画像のホワイトバランスを制御する第２の
ホワイトバランス制御手段と、を備え、前記第２のホワイトバランス制御手段は、第１の
優先度の被写体にかかる特定の有彩色の領域が閾値未満である場合、前記第１の優先度よ
りも優先度が低い第２の優先度の被写体にかかる特定の有彩色を所定の色目標値に近づけ
るようにホワイトバランスを制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００４４】
　本発明の撮像装置によれば、画面中に白が少ない場合であっても、被写体に応じた特定
色を抽出し、ホワイトバランス制御を行うことが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４５】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照しながら詳細に説明する。
【００４６】
　　（第１の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態として、被写体の認識情報に従って、画像中に白に近い色が
少ない場合に利用する特定色を選択する例について説明する。
【００４７】
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置のブロック図である。
【００４８】
　図１において、撮像系１０１は、被写体の光束を結像するレンズ及び撮像素子からなる
。輝度・色信号生成部１０２は、撮像系１０１で生成された信号を輝度信号（Ｙ）と色信
号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）に変換する。
【００４９】
　輝度処理部１０３は、輝度信号に対して輪郭強調やガンマ処理を施す。ホワイトバラン
ス増幅部１０４は、輝度・色信号生成部１０２から出力される色信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）をホ
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ワイトバランスゲインに従って増幅する。
【００５０】
　色処理部１０５は、色差信号（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）の生成、カラーバランス調整等を行う
。出力部１０６は画像信号を出力する。白抽出部１０７は、画像信号から白に近い信号を
抽出する。
【００５１】
　有彩色抽出部１０８は、画像信号から所定の有彩色に近い信号を抽出する。ホワイトバ
ランスゲイン制御部１０９は、白抽出部１０７及び有彩色抽出部１０８の抽出結果に基づ
き、ホワイトバランス増幅部１０４のホワイトバランスゲインを決定する。
【００５２】
　被写体認識部１１０は撮影された被写体を認識する。有彩色抽出制御部１１１は、被写
体認識部１１０の認識結果に応じて有彩色の抽出を制御する。
【００５３】
　次に、上記のような構成のシステムの動作について説明する。
【００５４】
　撮像系１０１から白抽出部１０７で白に近い信号を抽出するまでの処理は、図１３に示
した従来例における撮像系１３０１から白抽出部１３０７までの処理と同様であるため、
詳細な説明は省略する。
【００５５】
　次に、被写体認識部１１０について説明する。被写体認識部１１０は、撮像された被写
体が何であるかを認識する。本実施の形態では、被写体認識部１１０において、撮影画像
中に「人物の顔」、「青空」、「緑の草木」が含まれているかを認識するものとする。
【００５６】
　各被写体の例を図２に示す。図２（ａ）は人物の顔を含む画像、（ｂ）は青空を含む画
像、（ｃ）は緑の草木を含む画像である。
【００５７】
　尚、人物の顔等の被写体認識手段に関しては、従来から様々な手法が提案されており、
それらのどのような方法を用いてもかまわない。被写体認識結果は有彩色抽出制御部１１
１へ出力される。
【００５８】
　有彩色抽出制御部１１１は、ホワイトバランスを制御するために有彩色抽出部１０８で
抽出する有彩色を１種類選択する。
【００５９】
　図３は、図１における有彩色抽出制御部１１１によって実行される抽出有彩色決定処理
の手順を示すフローチャートである。
【００６０】
　有彩色抽出制御部１１１は、被写体認識部１１０からの被写体認識結果を用いて抽出す
る有彩色を決定する。
【００６１】
　図３において、ステップＳ３０１では撮影画像中に人物の顔があるか判定する。人物の
顔がある場合はステップＳ３０４へ進み、顔がない場合はステップＳ３０２へ進む。
【００６２】
　ステップＳ３０２では画像中に青空があるかを判定する。青空がある場合はステップＳ
３０５へ進み、青空がない場合はステップＳ３０３へ進む。
【００６３】
　ステップＳ３０３では画像中に緑の草木があるかを判定する。緑の草木がある場合はス
テップＳ３０６へ進み、草木がない場合はステップＳ３０７へ進む。
【００６４】
　ステップＳ３０１乃至Ｓ３０３は、取得されたカメラ情報（撮影情報）（被写体）が何
であるか認識する認識手段（被写体認識手段）として機能する。
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【００６５】
　ステップＳ３０４では抽出する有彩色として肌色を選択する。ステップＳ３０５では抽
出する有彩色として青色を選択する。ステップＳ３０６では抽出する有彩色として緑色を
選択する。ステップＳ３０７では有彩色を抽出しないことを決定する。そして、本処理を
終了する。
【００６６】
　ステップＳ３０４乃至Ｓ３０６は、認識手段の認識結果に基づいて抽出する特定の有彩
色を複数の有彩色の中から選択する有彩色選択手段として機能する。
【００６７】
　上記フローによって決定した撮影情報である被写体情報（以下、「被写体認識情報」と
も呼称する）及び、抽出する有彩色の情報は有彩色抽出部１０８及びホワイトバランスゲ
イン制御部１０９に出力される。
【００６８】
　有彩色抽出部１０８は、被写体認識情報と抽出有彩色情報に基づき有彩色を抽出する。
例えば、抽出有彩色として肌色が選択された場合は、被写体認識情報に基づき画像中の顔
がある領域から肌色の範囲にある色を抽出する。
【００６９】
　図４に肌色の抽出例を示す。図４は人物の顔を含む被写体を撮影した画像を示している
。図４において、人物の顔として認識した斜線部の領域が顔領域４０１である。有彩色抽
出部１０８は、顔領域４０１の中から図１２（ｂ）に示すような肌色の抽出範囲に含まれ
る色を抽出する。
【００７０】
　また、有彩色抽出部１０８は、抽出した肌色の色平均値及び抽出した肌色信号の量（肌
色量）を算出し、ホワイトバランスゲイン制御部１０９に出力する。
【００７１】
　上記は有彩色抽出制御部１１１において、抽出する有彩色として肌色が選択された場合
の例であるが、青が抽出する有彩色として選択された場合は、青空として認識した領域か
ら青色抽出範囲に含まれる色信号を抽出する。また、緑が抽出する有彩色として選択され
た場合は草木として認識した領域から緑色信号を抽出する。
【００７２】
　図５は、色差平面における青及び緑の抽出範囲の例を示した図である。図５において、
青色抽出範囲５０１と緑色抽出範囲５０２を示している。抽出した色信号の平均値と、抽
出量（青色量あるいは緑色量）をホワイトバランスゲイン制御部１０９に出力する点は肌
色の場合と同様である。
【００７３】
　次に、ホワイトバランスゲイン制御部１０９の動作について説明する。ホワイトバラン
スゲイン制御部１０９は、白抽出部１０７及び有彩色抽出部１０８の色信号抽出結果に基
づき、ホワイトバランスゲインを制御する。
【００７４】
　図６は、図１におけるホワイトバランスゲイン制御部によって実行されるホワイトバラ
ンスゲイン算出（制御）処理の手順を示すフローチャートである。
【００７５】
　図６において、ステップＳ６０１では白色量が所定の閾値以上あるかどうか判定する。
即ち、ホワイトバランスを制御するために十分な白領域が画像中に含まれているかを判定
する。
【００７６】
　ステップＳ６０１は、カメラ情報（撮影情報）の白抽出領域が閾値以上であるか否か判
定する第１の判定手段として機能する。
【００７７】
　白色の量が閾値以上の場合にはステップＳ６０３に進み、白色の量が閾値未満の場合は
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ステップＳ６０２に進む。
【００７８】
　ステップＳ６０２では画像中に白色信号が少ない場合に、有彩色信号を使ってホワイト
バランス制御ができるか判定する。即ち、有彩色抽出制御部１１１で選択された特定の有
彩色（本例では肌色、青色、緑色のいずれか）の量が所定の閾値以上含まれているか判定
する。
【００７９】
　ステップＳ６０２は、第１の判定手段により白抽出領域が閾値未満であると判定された
場合に有彩色選択手段により選択された特定の有彩色領域が閾値以上であるか否か判定す
る第２の判定手段として機能する。
【００８０】
　画像中の特定有彩色の量が閾値以上の場合はステップＳ６０４に進み、特定有彩色の量
が閾値未満の場合はステップＳ６０６に進む。
【００８１】
　ステップＳ６０３では白抽出平均値を利用してホワイトバランスゲインを算出し、算出
したゲイン情報をホワイトバランス増幅部１０４に出力する。この処理は従来例において
図１３を用いて説明した制御と同様であるため詳細な説明は省略する。
【００８２】
　ステップＳ６０３は、第１の判定手段により白抽出領域が閾値以上であると判定された
場合に白抽出領域を無彩色に近づけることでホワイトバランスを制御する第１のホワイト
バランス制御手段として機能する。
【００８３】
　ステップＳ６０４では特定有彩色に対応する色目標値を取得する。例えば、有彩色抽出
制御部１１１において、青空の青色を抽出することが決定した場合は、青色の色目標値を
取得する。
【００８４】
　図７に色目標値の例を示す。図７において、人物に対応する肌色目標値７０１、空の青
色に対応する青色目標値７０２、草木の緑色に対応する緑色目標値７０３を示す。肌色目
標値７０１に対して青色目標値７０２、緑色目標値７０３の範囲が大きい理由は、人物の
肌色と比較して青空や草木の緑は広範囲の色分布を持っているためである。
【００８５】
　ステップＳ６０５では有彩色抽出平均値を利用してホワイトバランスゲインを算出する
。具体的には、抽出した有彩色の平均値がステップＳ６０４で取得した色目標値の範囲内
に近づけるようなホワイトバランスゲインを算出する。このとき、各色目標値の中心に有
彩色抽出平均値が合うように制御する必要はなく、色目標値の範囲内に入ればホワイトバ
ランスの制御をストップする。
【００８６】
　ステップＳ６０５は、第２の判定手段により特定の有彩色領域が閾値以上であると判定
された場合に特定の有彩色領域を所定の色目標値に近づけることでホワイトバランスを制
御する第２のホワイトバランス制御手段として機能する。
【００８７】
　ステップＳ６０６ではホワイトバランスゲインを新たに算出せずに、これまでのホワイ
トバランスゲインをそのまま用いる。これは、画像中に白領域も被写体に応じた有彩色領
域も少ない場合の処理である。ステップＳ６０３、Ｓ６０５、Ｓ６０６の処理の後に本フ
ローを抜ける。
【００８８】
　上記フローに基づき算出されたホワイトバランスゲイン情報は、ホワイトバランス増幅
部１０４へ出力される。ホワイトバランス増幅部１０４では、次のフレーム以降の撮影画
像に対して新たに設定されたホワイトバランスゲインを用いて色信号の増幅を行う。
【００８９】
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　以上説明したように、本実施の形態の撮像装置は、被写体認識手段（被写体認識部１１
０）と、被写体認識手段の結果によって、白色以外に用いる特定の有彩色を選択する有彩
色選択手段（有彩色抽出制御部１１１）を備える構成とした。
【００９０】
　このように構成することで、撮影された被写体に白色の領域が少ない場合であっても、
被写体に応じた色を抽出し、目標値に近づけることでホワイトバランスを合わせることが
可能となる。
【００９１】
　尚、本実施の形態では、抽出する有彩色の色を決定した後に、有彩色を抽出する例につ
いて述べたが、利用する有彩色を決定するタイミングは色の抽出後であってもかまわない
。即ち、肌色や青色等複数の色抽出範囲に対応する色を全て抽出しておき、その後で、被
写体認識情報に応じてどの有彩色を利用してホワイトバランスを制御するかを決定する構
成を取ることも可能である。
【００９２】
　また、本実施の形態では、被写体中に白に近い領域が少ないときに、有彩色を利用する
制御を行ったが、白抽出平均と有彩色抽出平均のうち、目標値に近い方を採用する制御を
行うことも可能である。例えば、被写体中に白領域が十分に含まれていても、肌色抽出結
果が肌色目標値に近ければ、肌色抽出結果を用いてホワイトバランスゲインを算出する。
【００９３】
　また、本実施の形態では、特定有彩色として、人物の肌色、青空の青、草木の緑色を例
に説明したが、有彩色の種類をこれに限定するものではない。例えば、有彩色として夕焼
けの赤色を用いることも可能である。この場合は被写体認識部１１０において被写体とし
て夕焼けが含まれているかを検出する。
【００９４】
　また、複数の被写体が同時に検出された場合、図３に示したフローでは人物の肌色、青
空の青、草木の緑の順に優先して有彩色を選択したがこの優先順に限定するものではない
。例えば、被写体に人物の顔が含まれるシーンでは主な被写体が人物である場合が多く、
最重要有彩色は肌色となるが、肌色以外の青と緑に関しては、どちらを優先してもかまわ
ない。また、空の青と草木の緑が画像中に占める領域の割合が大きい方を選択する等の制
御を行うことも可能である。
【００９５】
　また、本実施の形態では、有彩色の目標値は１つに固定している場合を例に説明したが
有彩色の目標値を１つに限定するものではなく、複数の目標値を持つ構成を取ることも可
能である。例えば、特定の人物にそれぞれ対応した肌色の目標値を複数持っていてもよい
。その場合、被写体認識部１１０が特定の個人の認識を行い、人物毎に予め対応付けられ
た肌色の目標値を選択する。
【００９６】
　また、メニュー操作等によってユーザが被写体の優先順位を設定する設定手段を備えて
いてもかまわない。その際、複数の被写体が同一画面上に検出された場合、優先順位の高
い被写体の色を抽出有彩色として抽出する。
【００９７】
　　（第２の実施の形態）
　第２の実施の形態として、画像撮影時の撮影モードに応じて抽出する有彩色を選択する
例について説明する。
【００９８】
　図８は、本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置のブロック図である。
【００９９】
　図８において、符号１０１から１０９及び１１１のブロックは、図１に示す第１の実施
の形態の同符号の処理ブロックと同等のブロックである。本実施の形態では、第１の実施
の形態の被写体認識部１１０の代わりに、ユーザからの操作入力を受け付ける操作部８０
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１、撮影モード情報を取得する撮影モード取得部８０２を備える。
【０１００】
　次に、上記のような構成のシステムの動作について説明する。
【０１０１】
　撮像系１０１から白抽出部１０７で白に近い信号を抽出するまでの処理は、第１の実施
の形態での処理と同様であるため説明は省略する。
【０１０２】
　操作部８０１は、ユーザによる撮影モードの設定入力を受け付ける。ここで、撮影モー
ドとは「ポートレートモード」や「新緑モード」等、撮影する被写体やシーンを特定し、
それぞれの被写体やシーンの特性に応じた画像処理を行うモードである。
【０１０３】
　操作部８０１に対するユーザからの操作によって撮影モードを切り替えることが可能で
ある。撮影モード取得部８０２は、撮影モード情報を取得し、撮影モード情報を有彩色抽
出制御部１１１へ出力する。
【０１０４】
　有彩色抽出制御部１１１は、撮影モードに応じてどの有彩色を抽出するのか選択する。
【０１０５】
　図９は、撮影モードと抽出有彩色の関係を示した図表である。撮影モードと有彩色の関
係は、それぞれの撮影モードにおいて主な被写体であると考えられる被写体の色を抽出す
る。
【０１０６】
　例えば、「ポートレートモード」の場合は、人物が主な被写体として撮影されると考え
られるため、抽出有彩色として肌色を選択する。同様に、「新緑モード」の場合は緑色、
「紅葉モード」の場合は赤色、「青空モード」の場合は青色、「夕焼けモード」の場合は
赤色を選択する。上記のように選択した抽出有彩色情報は有彩色抽出部１０８へ出力され
る。
【０１０７】
　有彩色抽出部１０８は、抽出有彩色情報に基づき有彩色を抽出する。例えば、抽出有彩
色として肌色が選択された場合は、画像中から図１４（ｂ）の肌色抽出範囲１４０２内に
含まれる色信号を抽出し、肌色抽出平均値及び肌色量を算出する。肌色以外の有彩色が選
択された場合も同様に、色を抽出し有彩色抽出の平均値と有彩色量を算出し、ホワイトバ
ランスゲイン制御部１０９へ出力する。
【０１０８】
　ホワイトバランスゲイン制御部１０９は、白抽出部１０７及び有彩色抽出部１０８の色
信号抽出結果に基づき、ホワイトバランスゲインを制御する。ホワイトバランスゲインの
算出フローに関しては、第１の実施の形態の図６に示したフローチャートと基本的に同じ
であるため詳細な説明は省略する。但し、図６のステップＳ６０４において、有彩色の目
標値を得る場合には、撮影モードに応じた色目標値を取得する。
【０１０９】
　ホワイトバランスゲイン制御部１０９によって算出されたホワイトバランスゲイン情報
は、ホワイトバランス増幅部１０４へ出力される。ホワイトバランス増幅部１０４では、
次のフレーム以降の撮影画像に対して新たに設定されたホワイトバランスゲインを用いて
色信号の増幅を行う点も第１の実施の形態と同様である。
【０１１０】
　以上説明したように、本実施の形態における撮像装置は、撮影モードに応じて、白色以
外に用いる特定の有彩色を選択する有彩色選択手段（有彩色抽出制御部１１１）を備える
構成とした。
【０１１１】
　このように構成することで、撮影された被写体に白色の領域が少ない場合であっても、
モードに応じて被写体の色を抽出し、抽出した色を目標値に近づけることでホワイトバラ
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ンスを合わせることが可能となる。
【０１１２】
　尚、本実施の形態では、画像全体から特定有彩色の抽出範囲に含まれる色を抽出したが
、第１の実施の形態と同様に、被写体認識の情報を合わせて利用してもかまわない。例え
ば、「ポートレートモード」で抽出する有彩色として肌色が選択された場合、人物の顔を
検出して、検出した顔領域から肌色の抽出範囲に含まれる色を抽出する制御を行うことも
可能である。
【０１１３】
　また、撮影モードとしては、本実施の形態で挙げたものに限定するものではなく、被写
体と対応しているモードであればどのようなモードでもかまわない。例えば、「紅葉モー
ド」を追加する構成を取ることも可能である。
【０１１４】
　　（第３の実施の形態）
　第３の実施の形態として、被写体の有彩色領域から光源の色温度を推定し、ホワイトバ
ランスを制御する場合の例について説明する。
【０１１５】
　図１０は、本発明の第３の実施の形態に係る撮像装置のブロック図である。
【０１１６】
　本実施の形態の撮像装置は、図１の第１の実施の形態の撮像装置の構成に、座標変換部
１００１を付加したものである。
【０１１７】
　次に、上記のような構成のシステムの動作について説明する。
【０１１８】
　撮像系１０１で画像を撮像し出力部１０６で出力するまでの処理は、第１の実施の形態
と同様であるため説明は省略する。
【０１１９】
　輝度・色信号生成部１０２からの色信号は、座標変換部１００１へ出力される。座標変
換部１００１では、ＲＧＢの色信号を輝度（Ｙ）と色差（Ｒ－Ｙ、Ｂ－Ｙ）信号に変換す
る。
【０１２０】
　変換された信号は、白抽出部１０７、有彩色抽出部１０８、被写体認識部１１０へそれ
ぞれ入力される。被写体認識部１１０において被写体を認識し、有彩色抽出部１０８で抽
出する有彩色を選択する処理は第１の実施の形態と同様である。
【０１２１】
　また、白抽出部１０７及び有彩色抽出部１０８での処理も第１の実施の形態１の処理と
同様であるためここでの説明は省略する。
【０１２２】
　本実施の形態においては、色の抽出結果に基づき光源の色温度を推定する点が第１の実
施の形態と異なる。色温度の推定はホワイトバランスゲイン制御部１０９において行う。
【０１２３】
　図１１は、図１０におけるホワイトバランスゲイン制御部によって実行されるホワイト
バランスゲイン算出（制御）処理の手順を示すフローチャートである。
【０１２４】
　図１１において、ステップＳ１１０１では白抽出部１０７で抽出した白色量が所定の閾
値以上あるかどうか判定する。即ち、ホワイトバランスを制御するために十分な白領域が
画像中に含まれているかを判定する。白色の量が閾値以上の場合にはステップＳ１１０３
に進み、白色の量が閾値未満の場合はステップＳ１１０２に進む。
【０１２５】
　ステップＳ１１０２では画像中に白色信号が少ない場合に、有彩色抽出制御部１１１で
選択された特定の有彩色（肌色、青色、緑色等）の量が所定の閾値以上含まれているか判
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定する。画像中の特定有彩色の量が閾値以上の場合はステップＳ１１０４に進み、特定有
彩色の量が閾値未満の場合はステップＳ１１０５に進む。
【０１２６】
　ステップＳ１１０３では白抽出平均値から光源の色温度を推定する。ステップＳ１１０
３は、白抽出手段（白抽出部１０７）により抽出した色信号に基づき第１の色温度を推定
する第１の推定手段として機能する。
【０１２７】
　図１２（ａ）は、色差平面における白抽出平均値と色温度の関係を示した図である。図
１２において、白抽出範囲１２０１、黒体放射軸１２０２を示している。即ち、白色は色
温度変化に応じて黒体放射軸１２０２の軸上を動く。符号１２０３、１２０４、１２０５
は、色温度毎の白色の位置を示している。
【０１２８】
　色温度と白色の関係は、色温度毎に白紙等を撮影したときの色温度をプロットすること
によって予め求められている。この色温度と白色の関係から、抽出した白抽出平均値が位
置１２０３にある場合は、光源の色温度は２０００Ｋであることが推定できる。同様に、
位置１２０４の場合は４０００Ｋ、位置１２０５の場合は６０００Ｋであると推定できる
。
【０１２９】
　ステップＳ１１０４では有彩色抽出平均値から光源の色温度を推定する。ステップＳ１
１０４は、有彩色抽出手段（有彩色抽出部１０８）により抽出した有彩色の色信号に基づ
き第２の色温度を推定する第２の推定手段として機能する。
【０１３０】
　ここでは、有彩色抽出制御部１１１において有彩色として肌色が選択された場合を例に
説明する。
【０１３１】
　図１２（ｂ）は、色差平面における肌色抽出平均値と色温度の関係を示した図である。
図１２（ｂ）において、肌色抽出範囲１２１１、光源の色温度変化における肌色変化軸１
２１２を示す。また、符号１２１３、１２１４、１２１５は、各色温度における肌色の位
置を示している。
【０１３２】
　色温度と肌色の関係は色温度毎に、人物の肌色を撮影したときの色温度をプロットする
ことによって予め求められている。この図の関係から、例えば、抽出した肌色平均値が位
置１２１３にある場合は、光源の色温度は２０００Ｋであることが推定できる。同様に、
位置１２１４の場合は４０００Ｋ、位置１２１５の場合は６０００Ｋであると推定できる
。
【０１３３】
　また、肌色以外の青空の青色や、草木の緑色の場合も同様に、色温度と色の関係を予め
求めておくことで色温度を推定することが可能となる。
【０１３４】
　ステップＳ１１０５は、色温度を算出するための白色もしくは有彩色領域が少ない場合
の処理であり、この場合は所定の色温度（例えば日中の太陽光の色温度）であると推定す
る。
【０１３５】
　ステップ１１０６では推定した色温度に対応したホワイトバランスゲインを算出する。
ステップ１１０６は、推定した第１、第２の色温度に基づきホワイトバランスのパラメー
タを算出する算出手段として機能する。
【０１３６】
　ここで、ホワイトバランスのパラメータとは、画像信号に含まれる複数の色信号をチャ
ンネル毎に増幅するホワイトバランスのゲインである。このとき、推定した各色温度に対
応したホワイトバランスゲインの値は予め求められているものとする。そして、本処理を
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終了する。
【０１３７】
　上記フローに基づき算出されたホワイトバランスゲイン情報は、ホワイトバランス増幅
部１０４へ出力される。ホワイトバランス増幅部１０４では、設定されたホワイトバラン
スゲインを用いて色信号の増幅を行う。
【０１３８】
　以上説明したように、本実施の形態における撮像装置は、被写体認識手段の結果によっ
て、白色以外に用いる特定の有彩色を選択する有彩色選択手段（有彩色抽出制御部１１１
）を備え、選択した有彩色の色から光源を推定する構成とした。
【０１３９】
　このように構成することで、撮影された被写体に白色の領域が少ない場合であっても、
被写体に応じた色を抽出し、光源の色温度を推定することが可能となる。
【０１４０】
　尚、上記実施の形態では、白抽出平均値から推定した色温度と有彩色抽出平均値から推
定した色温度のどちらか一方を利用する場合について説明したが、２つの色温度の推定結
果を混合して最終的な色温度を算出する制御を行うことも可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１４１】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置のブロック図である。
【図２】図１の撮像装置における撮影画像の例を示す図である。
【図３】図１における有彩色抽出制御部によって実行される抽出有彩色決定処理の手順を
示すフローチャートである。
【図４】図１の撮像装置における被写体の肌色領域を示す図である。
【図５】図１の撮像装置における有彩色の抽出範囲を示す図である。
【図６】図１におけるホワイトバランスゲイン制御部によって実行されるホワイトバラン
スゲイン算出（制御）処理の手順を示すフローチャートである。
【図７】図１の撮像装置における各有彩色の目標値を示す図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置のブロック図である。
【図９】図８の撮像装置における撮影モードと抽出する有彩色の関係を示す図である。
【図１０】本発明の第３の実施の形態に係る撮像装置のブロック図である。
【図１１】図１０におけるホワイトバランスゲイン制御部によって実行されるホワイトバ
ランスゲイン算出（制御）処理の手順を示すフローチャートである。
【図１２】図１０の撮像装置における有彩色と色温度の関係を示す図である。
【図１３】従来例に係る撮像装置の構成を示すブロック図である。
【図１４】図１３の撮像装置における色の抽出範囲を示す図である。
【図１５】図１３におけるホワイトバランスゲイン制御部によって実行されるホワイトバ
ランスゲイン算出（制御）処理の手順を示すフローチャートである。
【図１６】図１３の撮像装置における白抽出・有彩色平均と白・有彩色目標値を示す図で
ある。
【符号の説明】
【０１４２】
１０１　撮像部
１０２　輝度・色信号生成部
１０３　輝度処理部
１０４　ホワイトバランス増幅部
１０５　色信号処理部
１０６　出力部
１０７　白抽出部
１０８　有彩色抽出部
１０９　ホワイトバランスゲイン制御部
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１１０　被写体認識部
１１１　有彩色抽出制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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